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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月5日(2018.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイポーラプレートの対と、該バイポーラプレートの対の間に位置する、アノード区画
、カソード区画、およびその間に配置されたプロトン交換膜とを含む、膜電極接合体；
　該バイポーラプレートの対の一方に形成されたシーリング表面であって、該シーリング
表面は、複数の突起を含む、シーリング表面；および
　該シーリング表面と該プロトン交換膜との間に位置するガスケットであって、該ガスケ
ットは、該複数の突起の形状に相当する形状を有する塑性変形した部分を含み、該ガスケ
ット及び該シーリング表面は、該カソード区画または該アノード区画の１つの周辺にシー
ルを形成する、ガスケット
を含む、電気化学セル。
【請求項２】
　前記ガスケットが、前記プロトン交換膜材料の降伏強度より大きい降伏強度を有する、
請求項１に記載の電気化学セル。
【請求項３】
　前記シーリング表面が、前記ガスケットの降伏強度より大きい降伏強度を有する、請求
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項１または２に記載の電気化学セル。
【請求項４】
　前記ガスケットが配置されている面とは逆側の前記プロトン交換膜の面に沿って、補強
層が配置されている、請求項１～３のいずれか１項に記載の電気化学セル。
【請求項５】
　前記補強層が、前記アノード区画中に位置している、請求項４に記載の電気化学セル。
【請求項６】
　前記補強層が、前記ガスケットの長さ寸法と実質的に同じ長さ寸法を有する、請求項５
に記載の電気化学セル。
【請求項７】
　前記補強層が、前記ガスケットの長さ寸法より大きい長さ寸法を有する、請求項５に記
載の電気化学セル。
【請求項８】
　前記ガスケットが、その圧縮されていない状況において、０．８：１～１．５：１の範
囲のｈＧ１：ｄｐの比率を有する、請求項１～７のいずれか１項に記載の電気化学セル。
【請求項９】
　前記ガスケットが、その圧縮されていない状況において、０．０５：１～０．７５：１
の範囲のｈｔ：ｈＧ１の比率を有する、請求項１～８のいずれか１項に記載の電気化学セ
ル。
【請求項１０】
　前記ガスケットが、その圧縮されていない状況において、０．５：１～１０：１の範囲
のＳｔ：ｈｔの比率を有する、請求項１～９のいずれか１項に記載の電気化学セル。
【請求項１１】
　前記ガスケットが、その圧縮されていない状況において、０．８：１～１．５：１の範
囲のｈＧ１：ｄｐの比率、０．０５：１～０．７５：１の範囲のｈｔ：ｈＧ１の比率、お
よび０．５：１～１０：１の範囲のＳｔ：ｈｔの比率を有する、請求項１～７のいずれか
１項に記載の電気化学セル。
【請求項１２】
　前記突起が、０．００１～０．０２インチの範囲の高さ、０．０１～０．２インチの範
囲の突起間の距離、および５５～１２５度の範囲の突起の角度を有する、請求項１～１１
のいずれか１項に記載の電気化学セル。
【請求項１３】
　バイポーラプレートの対と、該バイポーラプレートの対の間に位置する、アノード区画
、カソード区画、およびその間に配置されたプロトン交換膜とを含む、膜電極接合体；
　該バイポーラプレートの対の一方に形成されたシーリング表面であって、該シーリング
表面は、１つまたはそれより多くの突起を含む、シーリング表面；および
　該シーリング表面と該プロトン交換膜との間に位置する圧縮されたガスケットであって
、該ガスケットは、圧縮前に少なくとも１つの突起を含み、該複数の突起の形状に相当す
る形状を有する塑性変形した部分を含む、ガスケット
を含む電気化学セル。
【請求項１４】
　前記ガスケットが、その圧縮された状況において、０．２５：１～２：１の範囲のＷＧ

２：Ｗｐの比率を有する、請求項１３に記載の電気化学セル。
【請求項１５】
　前記シーリング表面が、１：１～２０：１の範囲のＷｐ：Ｓｔの比率を有する、請求項
１３に記載の電気化学セル。
【請求項１６】
　バイポーラプレートの対であって、該バイポーラプレートの対の一方にシーリング表面
が形成されており、シーリング表面は１つまたはそれより多くの突起を含む、バイポーラ
プレートの対；
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　該バイポーラプレートの対の間に位置する膜電極接合体であって、該膜電極接合体は、
アノード、カソード、およびその間に配置されたプロトン交換膜を含む、膜電極接合体；
　高圧ゾーンを規定する第一のシールであって、該第一のシールは、該バイポーラプレー
ト間に位置し、該高圧ゾーン内の第一の流体を含有するように設計された、第一のシール
；
　中圧ゾーンを規定する第二のシールであって、該第二のシールは、該バイポーラプレー
ト間に位置し、該中圧ゾーン内の第二の流体を含有するように設計されている、第二のシ
ール
を含む電気化学セルであって、
　ここで該第一のシールは、塑性変形して該カソード区画または該アノード区画の１つの
周辺にシールが生じるように設計されているガスケットによって形成されており、
　該ガスケットは、該１つまたはそれより多くの突起の形状に相当する形状を有する塑性
変形した部分を含む、上記電気化学セル。
【請求項１７】
　前記第二のシールが、塑性変形して該カソード区画または該アノード区画の１つの周辺
にシールが生じるように設計されているガスケットによって形成されている、請求項１６
に記載の電気化学セル。
【請求項１８】
　該バイポーラプレートが、該ガスケット及び該膜電極接合体に隣接して互いに接する、
請求項１～１５のいずれか１項に記載の電気化学セル。
【請求項１９】
　該プロトン交換膜の第一の側が第一のバイポーラプレートに接触している、請求項１～
１５のいずれか１項に記載の電気化学セル。
【請求項２０】
　該プロトン交換膜の第二の側が第二のバイポーラプレートに接触している、請求項１９
に記載の電気化学セル。
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